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著者らは、中赤外波長域において極めて広いスペクトル幅を有する自然放射増幅（ASE）光源

を新たに開発したため、報告する。 

これまで、ジスプロシウムを活性元素とした 3 μm波長帯の中赤外ファイバーレーザーでは、半

導体レーザー（LD）励起が困難であり、さらに、高精度なコア励起が求められた。それに対し、

今回開発した ASE光源では、エルビウムとジスプロシウムを共添加したダブルクラッド型フッ化

物ガラス光ファイバーを利得媒質に採用したことがポイントである。エルビウムからジスプロシ

ウムへのエネルギー移動を効率的に誘起することで、安価で汎用性の高い波長 976 nmの LDでの

クラッド励起が可能となり、低コストでシンプルな構成の ASE光源を実現した。 

図 1に、開発した中赤外 ASE光源の出力スペクトルを示す。波長 2.5~3.7 μmに亘って広帯域か

つ安定な ASE光が確認され、出力は最大で約 3 mWであった。当該波長帯は、これまで Erや Ho

の利得が無い空白の波長帯であったが、一方で、大気吸収の小さい「大気の窓」に当たり、炭化

水素、窒素酸化物、アンモニア、水蒸気など数多くのガス分子の吸収線がこの波長域に存在して

いる。加えて、本 ASE光源は、高いビーム品質（M2= 1.1~1.3）を有しているため、FBGなどを利

用したファイバーセンサー用光源としても有望である。講演では、この光源を用いたガスセンシ

ングの実証例や、中赤外光ファイバーセンサーシステム開発の構想についても報告する。 
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Fig. 1  Output spectrum of ASE source. 

第68回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2021 オンライン開催)17a-P02-4 

© 2021年 応用物理学会 03-147 3.5


